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１．防災オープンデータ MAP操作ガイド 

 

１－１．ホーム画面 

ブラウザを開き、防災オープンデータMAPのURL（https://bousai-map.datacradle.jp/）を入力しま

す。下図のような画面が表示されます。 

 

【防災オープンデータ MAP】 

「居住地の安全確認」「いざという時の行

動シミュレーション」「避難所情報の充実」

「日常生活の質の確保」のボタンをクリッ

クすると、それぞれのマップが表示されま

す。 

 

 

 

 

 

【推奨データセット一覧】 

倉敷市真備地区の浸水被害を事例として

公開を推奨するデータと、そのデータの作

成にあたり準拠すべきルールやフォーマ

ット等を政府推奨データセットに準拠して

取りまとめたものです。各データ保有者に

おいて参考にしていただき、公開可能な

データセットから公開を進めていただくとと

もに、既に推奨データセットと同様のデー

タセットを公開している場合、フォーマット

の共通化による利用者の利便性向上の

観点から、データ項目等を合わせていた

だくことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://bousai-map.datacradle.jp/
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１－２．【防災オープンデータ MAP】居住地の安全確認 

選択した位置周辺の安全性を確認できる広域デジタルハザードマップです。基本操作および使用例を紹介し

ます。 

基
本
操
作 

 

 
①画面左上のボタン「メニュー」をクリックすると、メニュー画面が表示されます。 

②メニューからリスク情報のレイヤーを選択します。 

洪水の安全性を確認したい場合は 「洪水浸水想定区域」、土砂災害の安全性を確認したい場合は 

 「土砂災害警戒区域」や「土砂災害危険箇所」を選択します。 

③メニューから関連情報スポット「自然災害伝承碑」と「ため池」を選択します。 

スポットのチェックの有無で「自然災害伝承碑」と「ため池」アイコンの表示・非表示が切り替えできます。 

④「自然災害伝承碑」アイコンのひとつを選択すると、選択した自然災害伝承碑情報を参照できます。 

「ため池」アイコンのひとつを選択すると、選択したため池のハザードマップを参照できます。 

 

■背景地図を変更できます。 

・画面右上のボタン「   」にマウスポインタをあてると、背景地図選択画面が表示されます。 

・背景地図を選択します。 

■倉敷市真備地区モデルで使用しているデータセットは下記のとおりです。 

・自然災害伝承碑 

・ため池ハザードマップ（推奨データ形式はShapeですが、現状は公開されているPDFを使用しています） 

・洪水浸水想定区域図 

・土砂災害警戒区域 

・土砂災害危険箇所 

背景地図を選択可能 

②リスク情報レイヤーを選択 

③関連情報スポットを選択 

①メニューを表示 
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使
用
例 

リ
ス
ク
情
報
選
択 

 

 
■左図はレイヤーを「洪水浸水想定区域」にした場合の表示例です。 

・洪水災害における安全性を確認できます。 

 任意の位置をクリックすると、その位置における想定浸水深が表示されます。クリックしても何も表示されない位置は 

 想定浸水深が0.0mです。 

「×」をクリックすると想定浸水深の表示は閉じます。 

 

■右図はレイヤーを「土砂災害危険箇所」にした場合の表示例です。 

・土砂災害における安全性を確認できます。 

 ピンク色で着色されている区域は土砂災害の危険性があります。 

 

①洪水浸水想定区域を確認 ②土砂災害危険個所を確認 
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使
用
例 

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
表
示 

 

 
①ため池アイコンを表示し、ため池の位置を確認します。 

②ため池のアイコン「   」をクリックすると選択したため池情報を表示する小ウィンドウが表示されます。 

③小ウィンドウの「ため池ハザードマップを見るボタン」をクリックすると、別画面が開き、下図のようなため

池ハザードマップが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ため池アイコンを選択し、 

ため池ハザードマップを参照 

②ため池アイコンを選択し、ため池ハザードマップ

を見るをクリック 

①ため池アイコンを表示し、

ため池の位置を確認する 



中国地域防災オープンデータMAP操作ガイド 

 

 6 

④ブラウザからため池ハザードマップのページを閉じると、「防災オープンデータMAP 居住地の安全確

認」に戻ります。 

「×」をクリックしてため池情報の小ウィンドウを閉じます。 

使
用
例 

自
然
災
害
伝
承
碑
情
報
表
示 

 

 
①自然災害伝承碑アイコンを表示し、自然災害伝承碑の位置を確認します。 

②自然災害伝承碑のアイコン「   」をクリックすると、選択した自然災害伝承碑情報を表示する小ウィンド

ウが表示されます。自然災害伝承碑情報（過去の災害情報）を参照できます。 

③「×」をクリックして自然災害伝承碑情報画面を閉じます。 

 

  

①自然災害伝承碑アイコンを表示し、

自然災害伝承碑の位置を確認 

②自然災害伝承碑アイコンを選択し、

自然災害伝承碑情報を確認 
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１－３．【防災オープンデータ MAP】いざという時の行動シミュレーション 

任意位置周辺の避難先を検索し行動シミュレーションに利用できる広域デジタルハザードマップです。基本

操作および使用例を紹介します。 

基
本
操
作 

 

 
①画面左上のボタン「メニュー」をクリックすると、メニュー画面が表示されます。 

②メニューからリスク情報のレイヤーを選択します。 

 洪水時の避難先を確認したい場合は 「洪水浸水想定区域」、土砂災害時の避難先を確認したい場合は 

 「土砂災害警戒区域」や「土砂災害危険箇所」を選択します。 

③メニューから関連情報スポット「避難所」を選択します。 

スポットのチェックの有無で、「避難所」のアイコンの表示・非表示が切り替えできます。 

④任意の位置をクリックすると、半径500mの円が表示され、どの避難所が近いか確認できます。 

⑤「避難所」アイコンのひとつを選択すると、選択した避難所の情報を参照できます。また、避難所までの 

 経路を参照できます。 

 

■背景地図を変更できます。 

・画面右上のボタン「   」にマウスポインタをあてると、背景地図選択画面が表示されます。 

・背景地図を選択します。 

■倉敷市真備地区モデルで使用しているデータセットは下記のとおりです。 

・洪水浸水想定区域図 

・土砂災害警戒区域 

・土砂災害危険箇所 

・避難場所情報 

背景地図を選択可能 

②リスク情報レイヤーを選択 

③関連情報スポットを選択 

①メニューを表示 
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使
用
例 

  

 
①任意の位置に近い避難先候補を確認します。 

・上図はレイヤーを「洪水浸水想定区域」にした場合の表示例です。 

・マップ上の任意の位置をクリックすると、その位置を中心とした半径500ｍの円が表示されます。 

任意の位置から近い避難先候補を確認します。 

・避難所のアイコン「   」をクリックすると選択した避難所の情報を表示する小ウィンドウが表示されます。 

②小ウィンドウのボタン「行き方を調べる（GoogleMapが開きます）をクリックすると、別画面（GoogleMap）が 

開き、次ページのような避難所までの経路が表示されます。 

 経路は現在地から避難所までの経路となります。現在地と任意の位置が異なる場合は、GoogleMapの現在地の入力 

欄に住所等の位置情報を入力し、再検索を行ってください。 

③ブラウザからGoogleMapのページを閉じると、「防災オープンデータMAP いざという時の行動シミュレー

ション」に戻ります。 

 「×」をクリックして避難所情報画面を閉じます。 

 

 

 

①指定した位置に近い

避難先候補を確認する 

半径 500ｍ 

②避難所アイコンを選択し、

避難所情報を確認する 
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②避難所までの行動を

シミュレーションする 
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１－４．【防災オープンデータ MAP】避難所情報の充実 

任意位置周辺の避難先検索ができる広域デジタルハザードマップです。基本操作および使用例を紹介しま

す。 

基
本
操
作 

 

 
①画面左上のボタン「メニュー」をクリックすると、メニュー画面が表示されます。 

②メニューから関連情報スポット「避難所」と「避難所周辺施設」を選択します。 

スポットのチェックの有無で、「避難所」や「避難所周辺施設」のアイコンの表示・非表示が切り替えでき 

 ます。 

③任意の位置をクリックすると、半径500mの円が表示され、周辺の施設を確認できます。 

④「避難所」アイコンのひとつを選択すると、選択した避難所の情報を参照できます。 

「避難所周辺施設」アイコンのひとつを選択すると、選択した避難所周辺施設の情報を参照できます。 

また、避難所や避難所周辺施設までの経路を参照できます。 

 

■背景地図を変更できます。 

・画面右上のボタン「   」にマウスポインタをあてると、背景地図選択画面が表示されます。 

・背景地図を選択します。 

■倉敷市真備地区モデルで使用しているデータセットは下記のとおりです。 

・避難場所情報 

・避難可能な場所情報 

・避難所周辺施設情報 

背景地図を選択 

②関連情報スポットを選択 

①メニューを表示 
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使
用
例 

 

 
①任意の位置周辺の施設を確認します。 

・マップ上の任意の位置をクリックすると、その位置を中心とした半径500ｍの円が表示されます。 

任意の位置周辺の施設を確認します。 

・避難所周辺施設のアイコン「   」等をクリックすると選択した避難所周辺施設の情報を表示する小ウィ

ンドウが表示されます。 

・避難所のアイコン「   」をクリックすると選択した避難所の情報を表示する小ウィンドウが表示されます。 

②小ウィンドウのボタン「行き方を調べる（GoogleMapが開きます）をクリックすると、別画面（GoogleMap）が 

開き、避難所周辺施設や避難所までの経路が表示されます。 

 経路は現在地から施設までの経路となります。現在地と任意の位置が異なる場合は、GoogleMapの現在地の入力 

欄に住所等の位置情報を入力し、再検索を行ってください。 

③ブラウザからGoogleMapのページを閉じると、「防災オープンデータMAP 避難所情報の充実」に戻りま

す。 

「×」をクリックして小ウィンドウを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

①指定した位置周辺の 

施設を確認 

半径 500ｍ 

②避難所アイコンや避難所

周辺施設アイコンを選択し、

情報を確認する 
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１－５．【防災オープンデータ MAP】日常生活の質の確保 

災害後の生活支援情報を参照できる広域被災者生活支援情報マップです。基本操作および使用例を紹介し

ます。 

基
本
操
作 

 

 
①画面左上のボタン「メニュー」をクリックすると、メニュー画面が表示されます。 

②メニューから被害情報のレイヤーを選択します。 

 浸水域を表示したい場合は 「浸水域」、被害等状況（道路状況等）を表示したい場合は「被害等状況」を選択し 

ます。 

③関連情報スポット「避難所」と「復旧時被災者支援」を選択します。 

スポットのチェックの有無で、「避難所」や「復旧時被災者支援」のアイコンの表示・非表示が切り替えで  

きます。 

④「復旧時被災者支援」アイコンのひとつを選択すると、選択した復旧時被災者支援情報を参照できます。 

「避難所」アイコンのひとつを選択すると、選択した避難所の情報を参照できます。 

また、避難所までの経路を参照できます。 

 

■背景地図を変更できます。 

・画面右上のボタン「   」にマウスポインタをあてると、背景地図選択画面が表示されます。 

・背景地図を選択します。 

■倉敷市真備地区モデルで使用しているデータセットは下記のとおりです。 

・避難場所情報 

・被害・復興状況（推奨データ形式はShapeですが、公開されているサンプルデータはJPEGです） 

・被災者支援情報 

背景地図を選択 

②被害情報レイヤーを選択 

③関連情報スポットを選択 

①メニューを表示 
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使
用
例 

被
害
情
報
選
択 

 

 

■左図はレイヤーを「浸水域」にした場合の表示例です。 

・浸水被害のあった区域を確認できます。 

 

■右図はレイヤーを「被害等状況」にした場合の表示例です。 

・道路状況等を確認できます。 

 

①浸水域を確認 ②道路状況等を確認 
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使
用
例 

復
旧
時
被
災
者
支
援
情
報
表
示 

 

 
①復旧時被災者支援アイコンを表示し、復旧時被災者支援の位置を確認します。 

②復旧時被災者支援情報を確認します。 

・復旧時被災者支援のアイコン「   」や「   」等をクリックすると、選択した復旧時被災者支援情報を表

示する小ウィンドウが表示されます。被災者のための生活支援の情報を参照します。 

・避難所のアイコン「   」をクリックすると、選択した避難所情報を表示する小ウィンドウが表示されます。 

 小ウィンドウのボタン「行き方を調べる（GoogleMapが開きます）をクリックすると、別画面（GoogleMap）が開き、避難 

 所までの経路が表示されます。 

 経路は現在地から避難所までの経路となります。現在地と任意の位置が異なる場合は、GoogleMapの現在地の入力 

欄に住所等の位置情報を入力し、再検索を行ってください。 

ブラウザからGoogleMapのページを閉じると、「防災オープンデータMAP 日常生活の質の確保」に戻ります。 

③「×」をクリックして小ウィンドウを閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①復旧時被災者支援アイコ

ンを表示し、復旧時被災者

支援の位置を確認 

②復旧時被災者支援アイコンを選択

し、復旧時被災者支援情報を確認 
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２．推奨データセット使用方法 

 

２－１．定義書とサンプルデータの使用例 

倉敷市真備地区の浸水被害を事例として整理した、防災（水害）に役立つオープンデータ（推奨データセット）

のデータ項目定義書とサンプルデータを公開しています。 

使用方法を、「避難場所情報」（データ形式：CSV）を例に説明します。 

1 
 

 
■定義書をダウンロードしExcel等で開いて、各データ項目の説明、形式、記入例等を参照します。 

・必須項目も確認します。 

定義書をダウンロード 
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2 
 

 
■サンプルデータをダウンロードしてExcel等で開いて、公開可能な項目にデータを入力します。 

・「避難場所情報」は名称、住所、緯度・経度が必須項目です。必須項目は必ず入力します。 

・名称_カナは推奨項目ですが、土地勘のない方は施設名が読めない場合もありますので、入力する方が 

望ましいです。 

・災害種別は推奨項目ですが、避難先を決定する上で重要な要素となってくる場合がありますので、入力 

 する方が望ましいです。 

※既に指定緊急避難場所一覧データセットを公開している場合は、緊急時用として「開設日時」と「閉設日」のデータ 

項目を追加いただくことを期待します。 

サンプルデータをダウンロード 
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■編集したサンプルデータを定義書に記載されているファイル形式・文字コードで保存します。 

・「避難場所情報」は、CSV形式、文字コードはUTF-8を推奨します。 

Excel（バージョン2016以降）の場合、「名前を付けて保存」を選択し、ファイル形式に「CSV UTF-8 (コンマ区切り)  

(*.csv)」を選択して「保存」します。 

ExcelにUTF-8で保存する機能が無い（バージョン2013以前の）場合、ファイル形式を「CSV(コンマ区切り)(*.csv)」で 

保存した後、メモ帳等のテキストエディタを使用して文字コードをUTF-8に変換します。 

・ファイル名はダウンロードした際にわかりやすいよう唯一無二となるよう名称を半角英数でつけてくださ

い。  

※ファイル名について 

例えば、「hinanbasyo.csv」とすると、どこの自治体の避難場所情報か分かりません。 

倉敷市の避難場所情報のファイル名であれば、「332020_hinanbasyo.csv」等とするのが望ましいです。 

（頭の「332020」は倉敷市の地方公共団体コードです。） 

複数の語はアンダーバーでつなぎます。 

※文字コードとファイル形式について 

 オープンデータでは「機械判読性（コンピュータが読みやすい）」が求められるため、文字コードは世界的に最も 

 ポピュラーな文字コードで多くのソフトウェアで用いられている「UTF-8」を推奨します。 

 またファイル形式は、特定のアプリケーションが不要でコンピュータで扱いやすい「CSV」形式を推奨します。 

※Shapeファイルについて 

 今回定義しているデータセットのうち、ファイル形式が「Shape」のファイルについては GIS ソフトの操作が必要と 

 なります。 

 （参考情報）地方公共団体向け地理空間情報に関する Webガイドブック 

 http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/gis/gis/webguide/ 

 

 

 

定義書に記載されている 

ファイル形式・文字コードで保存 
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２－２．関連データセット一覧 

各防災オープンデータ MAPに関連するデータセットの一覧です。 

★：核となるデータ（重要度の高いデータ）☆：あると望ましいデータ 

 

防災オープンデータ MAP 

居住地の 

安全確認 

いざという時の 

行動シミュレーション 

避難所情報の

充実 

日常生活の 

質の確保 

01 自然災害伝承碑 ☆ ☆   

02 洪水浸水想定区域図 ★ ★   

03 土砂災害警戒区域 ★ ★   

04 土砂災害危険箇所 ★ ★   

05 ため池ハザードマップ ☆ ☆   

06 地域・年齢別人口  ☆ ☆  

07 地域別昼夜間人口  ☆ ☆  

08 建物情報  ☆ ☆  

09 避難場所情報 ☆ ☆ ☆  

10 避難可能な場所情報 ☆ ★ ★ ★ 

11 徒歩帰宅者支援ステーション  ☆ ☆ ☆ 

12 災害時要援護者情報  ☆   

13 避難所周辺施設情報   ★ ☆ 

14 避難勧告等の発令状況    ☆ 

15 避難状況    ☆ 

16 被害・復興状況    ☆ 

17 被災者支援情報    ★ 

 

３．（参考）オープンデータ関連資料 

 

オープンデータの作成については、以下の資料も参考にしてください。 

■政府 CIOポータル 自治体ガイドライン・手引書 

https://cio.go.jp/policy-opendata 

■総務省 オープンデータ研修ポータル オープンデータ化支援研修 オープンデータ化支援研修の教材 

https://www.opendata-training.org/support/material/ 

 

４．お問い合わせ先 

 

一般社団法人データクレイドル（https://d-cradle.or.jp/） 

 

https://www.opendata-training.org/support/material/

